

















































































































調査票の配布数は 1,742件で、回収数は 528件、そのうち属性の回答に矛盾があった 1件を除く 527件を有


























図 3に示したようになり、65歳以上の高齢者を合計すると 70％にのぼる。75歳以上の高齢者は現段階では 2
割程度であるが、65～ 74歳が回答者の約半数を占めており、今後急速にいわゆる後期高齢者が増加し、深刻
な高齢化が進むことが予想される。





















































































図 7　回答者の年齢構成（賃貸、N=65） 図 8　回答者の年齢構成（分譲、N=462）
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限られたエリアで起こっているとされる。また、朝日新聞（2015年 5月 5日付）によれば、都心 3区を中心に乳幼児が増
加し、都心を離れると増加率が低くなり、多摩地域では減少が目立つとされている。
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